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がでてくるであろう．調理に臨む段階で，調理に
対する抵抗感が少ないとも考えられる．これは，
調理なし群にみられた「デモンストレーションを
みても，何をしているか判らないことがある」，「速
くてついていけないことがある」などの自由記述
からも伺うことができる．調理経験がある児童・
生徒の方が，デモンストレーションを見ることで
「調理が好き」になり，「分かり易い」と感じ，「楽
しく」，「生活に役に立つ」と，より多く感じて調
理を行っているのである．
3．「楽しい」と思える環境因子
　長沢は，調理実習には「食べる」という行為が
伴いそこには快さの体験としての「おいしさ」が
前提にあると報告している2）．その報告によると，
家庭科教諭の調理実習では，楽しさと役立ち感の
間には相乗効果のような現象があるという結果で
あった．本研究からも同様の結果みられ，「料理
に慣れることは楽しい」，「料理に自信のつくこと
が楽しい」，「他の料理に応用できることが楽しい」
など調理技術向上の実感が調理への楽しさを増幅
させている記述が多くみられた．また，「調理実
習で行ったことを家で活かせるのは楽しい」，「人
に食べてもらって美味しいと言ってくれると作り
がいがある」，「様々な材料を用いて栄養の事を考
えて作り，誰かに喜ばれることが嬉しい」など，
他者への効果や評価も，別の環境因子として楽し
さを増幅させていると考えらえる．
　
4．家庭科におけるデモンストレーション
　調理実習の中でデモンストレーションの視聴が
有用であることは明らかであろう．しかし，そこ
には教員への負担と労力が伴う．その負担や労力
を上回るデモンストレーションの効果が明らかに
なった際，家庭科におけるデモンストレーション
の積極的な導入が増えることが考えられる．本調
査の結果からも，「デモンストレーションを見て
から実習を行うことは，大学に入って初めて経験
し，そのわかりやすさに大変感銘を受けている．
毎週の調理実習が楽しみになった」，「デモンスト
レーションは今までの中学・高校で学んできた家
庭科の授業と異なり，難しい作業も全て間近で見
ることができて分かり易かった」との記述があ
り，デモンストレーションを体験した学生の視点
による貴重な意見でもある．大学生からみた家庭
科観に関する報告では，現代の家庭科教育に求め
られているものとして，「自立した生活のための
基礎的知識と技能の習得」，「実生活や将来の生活
に役立つ・生かせる」とあげられており6），デモ
ンストレーションの「役立ち感」に対する認識と
ともに家庭科教育に求められている一面と考えら
れる．今後は，学生からの視点に加えて教員側の
視点に焦点をあてるなど，家庭科におけるデモン
ストレーション実施の様々な課題を踏まえて，実
践的な手立てを考えていきたい．
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